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伊佐市議会だより　2015（平成27年）第28号 2

一般会計補正予算5億7千　　　　　　9百万円追加（総額177億6千万円）
※主な補正内容・概算額で表示

障がい児支援

社会資本整備

教育環境整備

環境対策

財政基盤の強化

１，７００万円

８００万円

５，９００万円

≪新規≫

４００万円

４００万円

1 億 4,700 万円

６００万円

　放課後等デイサービスの民間事業所開設
に伴う20人分の扶助費を増額する。

下名旧河川浚渫

　元町大島線、里町上八坂線、上多々良石
線、山下野池線、徳辺湯之尾線、市街地側
溝浚渫、羽月駅前大島線、鳥神後迫線、町
築地線、前目麓徳辺線、白川橋仮橋撤去

敷地内排水路及び廊下改修（大口東小）
渡り廊下屋根改修（曽木小）

　旧布計鉱山坑内水の沈砂池に沈殿した土砂を除去
する。地域振興推進事業

（参考）財政調整基金
取崩　8億2,200万円
残高見込　55億4,600万円

障がい児の通所支援及び相談支援

河川整備（土木工事）

市道等の路線整備（土木工事）

小学校の改修

布計坑内水の沈
ちん
砂
さ
池
ち
土砂を除去

財政調整基金の積立

リサイクルプラザの舗装改修

大口東小学校



伊佐市議会だより　2015（平成27年）第28号3

一般会計補正予算5億7千　　　　　　9百万円追加（総額177億6千万円）

社会保障・税番号制度への対応

農業振興 公共施設等総合管理

畜産振興

１，４００万円

≪新規≫

５００万円 １，１００万円 

２億３, ６００万円 

４, ０００万円 

通知カード・個人番号カード関連事務を「地方公共団体情報システム機構（J-LIS）」に委任する交付金を
はじめとする個人番号カード交付関連事務に係る経費を計上。（国1,080万円）

９月定例会は、９月２日から29日まで27日間の日程で開かれました。審
議の結果、補正予算5億7,900万円は原案のとおり可決しました。補正
予算の使い道を一部ご紹介します。

H27　基礎調査　500万円　
H28　計画策定　400万円（債務負担）

H27　固定資産台帳の整備　1,100万円　
H28　計画策定　1,100万円（債務負担）

酪農施設整備事業（牛舎、搾乳施設、廃水処理施設）に対する補助金が市を経由する。
事業費　５億円　国補助1/2　事業者負担1/2　　　
事業者：伊佐市畜産クラスター協議会

※畜産クラスターとは、畜産農家をはじめ、
地域の関係事業者が連携・結集し地域ぐるみ
で高収益型の畜産を実現するための体制のこ
とです。

飼料作物確保対策事業（飼料用稲収穫機導入）に対する補助金が市を経由する。
　事業費　6,600万円　国50%　県15%　　　　事業者35%　　事業者：（株）やまびこの郷

個人番号カード交付に係る経費を計上

農業振興地域整備計画の策定
（H27〜 28）

公共施設等総合管理計画の策定
（H27〜 28）

畜産クラスター事業により酪農施設を整備

降灰地域飼料作物確保対策事業により飼料作物を確保

第３回
定例会
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工
事
請
負
費
は
こ
れ
で
十

分
か
。

　

こ
の
補
正
は
、
豪
雨
災
害

分
で
あ
る
。
台
風
災
害
に
つ

い
て
は
、
今
会
期
中
に
追
加

で
お
願
い
す
る
。

　

こ
の
事
業
で
交
付
金
を
受

け
る
㈱
や
ま
び
こ
の
郷
と
は

ど
の
よ
う
な
会
社
か
。

　

菱
刈
の
東
市
山
地
区
が
集

落
営
農
組
合
と
し
て
活
動
し

て
い
た
。
こ
れ
が
法
人
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

委
託
料
と
備
品
購
入
費
25

万
５
０
０
０
円
は
、
ど
の
地

域
の
村
づ
く
り
事
業
か
。

　

湯
之
尾
・
川
北
宇
都
自
治

会
が
無
線
放
送
施
設
を
設
置

し
た
。
市
の
放
送
を
受
信
す

る
戸
別
受
信
機
・
ア
ン
テ
ナ

を
湯
之
尾
校
区
集
会
施
設
に

設
置
す
る
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
か
。

　

県
の
「
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
事
業
」
に
曽
木
の
滝

周
辺
整
備
が
採
択
さ
れ
た
。

検
討
会
の
民
間
人
数
名
の
報

償
費
を
予
算
化
し
た
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
を
８
６

０
０
万
円
増
額
し
計
５
億
２

８
０
０
万
円
に
な
る
が
。

　

伊
佐
市
は
１
３
７
億
円
の

負
債
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
４

割
程
度
が
臨
時
財
政
対
策
債

で
あ
る
。
こ
の
分
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
国
が
面
倒
を
見

て
く
れ
る
。

　

16
万
３
０
０
０
円
を
補
正

し
た
理
由
は
。

　

企
業
誘
致
に
関
す
る
旅
費

は
、
当
初
58
万
６
０
０
０

円
。
今
回
の
補
正
は
、
企
業

誘
致
担
当
職
員
を
各
ふ
る
さ

と
会
に
出
会
さ
せ
、
情
報
収

集
と
発
信
を
す
る
た
め
。

委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

　

今
で
も
あ
る
防
火
扉
に
な

ぜ
１
０
０
０
万
円
。

　

防
火
扉
は
現
在
も
各
階
に

あ
る
。
こ
れ
は
、
中
学
生
と

い
う
一
つ
の
集
団
対
応
。
今

回
、
多
世
代
の
交
流
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
じ
め
い
ろ
ん
な

方
々
が
来
ら
れ
る
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
安
全

性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

総
務
産
業
委
員
会

災
害
復
旧
費１０

０
０
万
円

飼
料
作
物
確
保

対
策
事
業

建
設
課

農
政
課

村
づ
く
り
整
備
事
業

曽
木
の
滝
周
辺
整
備

計
画
検
討
会
報
償
費

市
債
の
増
額

企
業
誘
致
に
関
す
る

旅
費
の
補
正

旧
大
口
南
中
学
校

に
防
火
扉

地
域
総
務
課

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

財
政
課

企
画
政
策
課

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

飼料稲の収穫

自治会の放送施設

ふるさと会のようす

旧大口南中学校

追
加
さ
れ
た
補
正
予
算

　
１
億
７
２
７
２
万
２
０

０
０
円
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委員会報告

　

工
事
請
負
費
の
内
容
は
。

　

閉
校
中
学
校
の
遊
具
の
撤

去
及
び
移
設
で
、
主
に
鉄
棒

を
大
口
東
小
ほ
か
２
校
に
移

設
す
る
。

　

社
会
教
育
施
設
費
修
繕
料

20
万
円
の
増
額
の
事
業
内
容

は
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
３
号
機
の
修
繕

料
で
あ
る
。

　

伊
佐
地
区
特
別
支
援
研
究

会
の
負
担
金
の
増
額
の
内
容

は
。

　

山
野
小
と
羽
月
小
に
各
校

２
０
０
０
円
、
各
学
級
担
任

に
５
０
０
円
で
あ
る
。

　

小
学
校
費
の
扶
助
費
の
増

額
の
内
容
は
。

　

修
学
旅
行
費
の
補
助
事
業

扶
助
費
１
人
分
と
単
独
補
助

扶
助
費
４
人
分
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
補
助
事
業
に

な
る
の
か
。

　

補
助
金
は
市
の
保
存
会
に

渡
す
。
保
存
会
は
団
体
か
ら

の
申
請
を
受
け
、
事
業
実
施

の
確
認
を
行
い
、
補
助
金
を

渡
す
。

　

食
器
洗
浄
機
の
床
が
剥
げ

た
原
因
は
。

　

コ
ン
テ
ナ
の
荷
重
に
よ
り

床
に
傷
が
で
き
、
そ
こ
か
ら

水
が
浸
入
す
る
の
で
そ
れ
を

補
修
す
る
。

　

土
木
工
事
の
内
容
は
。

　

大
口
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
舗
装
に
亀
裂
が
入
っ
た
の

で
、
そ
の
補
修
工
事
を
す

る
。

　

大
口
温
泉
高
熊
荘
の
現
況

と
補
正
の
事
業
内
容
は
。

　

現
在
、
昨
年
度
と
比
べ
て

利
用
者
が
増
え
て
き
て
い

る
。
今
回
の
補
正
は
大
口
温

泉
高
熊
荘
の
浴
場
の
修
繕
料

と
定
期
点
検
代
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
。

　

旧
布
計
鉱
山
か
ら
浸
出
水

を
沈
砂
池
で
砂
を
除
去
し
て

河
川
に
放
流
し
て
い
る
。
そ

の
沈
砂
池
の
浚
渫
を
行
う
。

坑
内
水
に
は
有
害
物
質
は
な

い
。

　

障
が
い
児
の
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
内
容

は
。

　

市
内
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
、
タ
ン
ポ
ポ
等
の
卒

園
児
等
の
放
課
後
の
受
け
入

れ
先
と
し
て
菱
刈
に
民
間
事

業
所
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
の

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
扶
助
費
で
あ
る
。

障
が
い
児
の
通
所
支

援
等
の
扶
助
費
を
増

額

体
育
施
設
管
理
費　

50
万
円
増
額

文
化
財
管
理
費

１
５
０
万
円
増
額

修
繕
料
27
万
９
０
０

０
円
増
額

公
害
対
策
費

３
８
５
万
円
増
額

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
費

72
万
５
０
０
０
円
増

額

塵
芥
処
理
費

６
０
０
万
円
増
額

教
育
委
員
会
総
務
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

環
境
政
策
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
課

健
康
長
寿
課

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ａ

文
教
厚
生
委
員
会
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議決結果一覧表

　第３回定例会（９月）の表決結果

議案番号 件　　　　名 議決結果

議案61 平成27年度伊佐市一般会計補正予算（第5号） 原案可決

議案62 平成27年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案63 平成27年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案64 平成27年度伊佐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案65 平成27年度伊佐市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案66 平成27年度伊佐市水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決

議案67 伊佐市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案68 伊佐市水防協議会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案69 伊佐市税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案70 伊佐市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案71 平成26年度伊佐市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決

議案72 平成26年度伊佐市一般会計歳入歳出決算認定について 継続審査

議案73 平成26年度伊佐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査

議案74 平成26年度伊佐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査

議案75 平成26年度伊佐市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査

議案76 平成26年度伊佐市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査

議案77 平成26年度伊佐市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査

議案78 平成26年度伊佐市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 継続審査

議案79 平成26年度伊佐市水道事業会計決算認定について 継続審査

議案80 平成27年度伊佐市一般会計補正予算（第6号） 原案可決

諮問1 人権擁護委員候補者の推薦について 適　　任

賛否が分かれた議案のみ（○は賛成、●は反対）

丸

　田

　和

　時

岩

　元

　克

　頼

中

　村

　周

　二

市

　来

　弘

　行

福

　元

　千
枝
子

柿
木
原

　榮

　一

左
近
充

　
　
　諭

鶴

　田

　公

　紀

沖

　田

　義

　一

畑

　中

　香

　子

諏

　訪

　信

　一

前

　田

　和

　文

久

　保

　教

　仁

緒

　方

　重

　則

森

　田

　幸

　一

山

　下

　和

　義

今

　村

　謙

　作

森

　山

　良

　和
議
長
職
の
た
め
表
決
に
は
参
加
し
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ●

議 員 氏 名

議 案議案
番号

61号 平成 27年度伊佐市一般会計補正予算
（第５号）

伊佐市個人情報保護条例の一部を改正
する条例の制定について
伊佐市手数料条例の一部を改正する条
例の制定について
国に「平和安全法制関連法案」を廃案
にするよう求める意見書をあげていた
だくよう要請する請願書

67号

70号

請願
５号
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国に「平和安全法制関連法案」を廃案にするよう求める意見書を
あげていただくよう要請する請願書

子ども医療費無料化を求める陳情

「平和安全法制関連法案」の国会審議をとおして、この法案の違憲性と危険がいっそう明確になってき
ました。
　これまであった「非戦闘地域」という歯止めをなくし、米軍への「後方支援」= 兵站支援を「戦闘
地域」まで広げ、核兵器や毒ガス兵器など非人道兵器の輸送、戦闘準備中の戦闘機への給油もできるこ
と、後方支援活動中に攻撃されたら「武力行使をおこなう」ことも可能であることなどが、この間の国
会審議のなかで明らかとなり、この法案のもつ違憲性がいっそう明確となりました。
　また、自衛隊や防衛省の内部資料がつぎつぎと国会でとりあげられ、法案の「８月中成立、来年２月
実施」を前提に、指揮官の裁量の範囲を定める「交戦規定」の改定、米軍と自衛隊の「軍軍間の調整
所」の設置など、法案にもない、国会に説明もされてない重大な内容を含めて新ガイドラインにそった
計画が作成されていることが大問題となっています。この法案が新ガイドライン＝日米軍事協力の指針
を法制化し、アメリカの戦争に自衛隊の参加を可能にするものであることがはっきりしてきました。
　この法案の廃案を求める国民の声は広がり、国民の６割が反対し、８割が政府の説明は理解できない
と答えています。圧倒的な憲法学者が憲法違反と断じ、弁護士、宗教者、学生や青年、ママたちなど、
多くの一般市民が「戦争法案を廃案に」「戦争する国に絶対させてはいけない」と声をあげています。

【要旨】
　私たちの未来を担う子どもたちに「すくすく育って欲しい」というのはみんなの願いです。特に、お
金の心配をせずに必要なときに安心して医療機関を受診し、子どもの健康をまもることは、親だけでな
く多くの市民の願いでもあります。
１．子ども医療費の助成を中学卒業までに拡充すること
２．子ども医療費の自己負担をなくすこと
３．県に対し償還払いでなく、現物給付にするよう要請すること
　以上を陳情いたします。
　※市長宛てに署名2600筆を９月１日提出。
【理由】
　私たちは市内の未就学児を育てる保護者を対象に、子ども医療費に関するアンケートを実施しまし
た。（回収率64％ 474名）82％が病院受診時に経済的負担を感じ、77％が医療費助成の対象年齢を引
き上げて欲しいと答えています。
　また、償還払いの都道府県は全国で８県。九州では鹿児島県のみとなっています。（詳しいアンケー
ト結果は４月に議員、こども課、市長宛てに届け済みのとおりです）
　厚労省の調査では2004年3123自治体中、就学時以上の助成は４％でしたが、2014・４・１調査で
は中学卒業まで930、高校卒業まで201、それ以上を加え1134自治体65％が中学校卒業又はそれ以上
まで助成を実施しています。2004年は11自治体が、10年で103倍と子ども医療費助成の拡充は、少子
化対策や子育て支援のため、全国的な流れとなっています。
　　親世代の貧困が子どもの健康や命を脅かしている現実を考え、県や国に意見書をあげながら、一方
では市民の命と財産を守る立場にある自治体が、子どもの未来をまもるために、名実ともに「住みやす
い町」・「子育て日本一」をめざして、ぜひとも子ども医療費の拡充に取り組んでいただきたい。

請 願 と 陳 情 の 結 果
件名 提出者 紹介議員 付託先 結果

国に「平和安全法制関連法案」を廃案にす
るよう求める意見書をあげていただくよう
要請する請願書

鹿児島市　　
園山　一則 畑中　香子 総務産業委員会 不採択

子ども医療費無料化を求める陳情 伊佐市　　　
谷山　大介 文教厚生委員会 継続審査
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市民生活の
向上をめざし
一般質問
１5人

　

伊
佐
市
も
少
子
高
齢

化
に
お
い
て
人
口
減
少

が
続
い
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
空
き
家
も
非
常
に
多
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
市
内
の
空
き
家
の

現
状
、
ま
た
、
把
握
は
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　

平
成
24
年
８
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
、
市
内

の
２
７
５
の
自
治
会
長
さ
ん

に
お
願
い
し
て
調
査
し
た
結

果
、
空
き
家
６
２
９
件
、
廃
屋

１
６
５
件
、
危
険
廃
屋
30
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

市
内
の
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
は
、
周
囲
の
環
境
や
安
全
に

著
し
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

特
定
空
き
家
の
対
策
を
優
先
的

に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

空
き
家
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
あ
り
、
通
常
は
人
が
住
ん
で

い
な
い
も
の
の
、
家
財
道
具
な

ど
が
置
か
れ
た
ま
ま
で
、
盆
と

正
月
に
は
親
戚
な
ど
が
帰
省
し

て
過
ご
す
よ
う
な
も
の
も
あ

る
。
ま
た
、
空
き
家
を
活
用
さ

れ
る
意
思
の
あ
る
か
た
は
、
既

に
不
動
産
事
業
者
等
に
相
談
さ

れ
、
売
却
や
賃
貸
の
物
件
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
ま
た
、
移
住
者
等
の
受
け

入
れ
や
市
内
で
の
転
居
に
用

い
ら
れ
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
空
き
家
住
宅
改
修
に
係

る
補
助
事
業
を
活
用
さ
れ
て
い

る
。
平
成
26
年
度
に
お
い
て
も

６
件
の
実
績
が
あ
る
。

　

今
後
の
空
き
家
対

策
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　

今
後
も
、
特
定
空

き
家
を
対
象
と
し
た

施
策
を
行
う
こ
と
を
優
先
的
に

考
え
、
活
用
に
つ
い
て
の
申
し

出
や
撤
去
に
か
か
わ
る
相
談
等

に
つ
い
て
は
個
別
に
対
応
す
る
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た

空
き
家
対
策
を
進
め
て
い
く
と

い
う
考
え
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
市
営
住
宅
の
入
居
条
件
は

市
長
／
特
定
空
き
家
の
対
策
を

進
め
て
い
く

ど
う
す
る
空
き
家
対
策

今　

村　

謙　

作　
議
員

問

問

答

答

空き家
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伊
佐
市
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
人
口
維

持
と
若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
と
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
分
析
し
た
。
ど

う
す
る
の
か
。

　

大
変
難
し
い
が
次
の

世
代
を
残
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
祉
、
医

療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
で
、

三
つ
の
高
校
と
准
看
護
学
校
を

本
格
的
に
強
化
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
伊
佐
市
に
魅
力
を
感

じ
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い

と
い
う
若
者
が
増
え
る
こ
と
を

信
じ
る
。

　

人
口
維
持
が
難
し
い

の
で
あ
れ
ば
交
流
人
口

を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。
曽
木

の
滝
公
園
内
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
活
用
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
忠
元
公
園
の
桜
の
倒
木

が
あ
っ
た
が
、
桜
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

曽
木
の
滝
公
園
は

県
の
魅
力
あ
る
観
光

づ
く
り
事
業
で
採
択
さ
れ
、
今

後
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
使
用
は
シ
ー

ズ
ン
の
観
光
客
の
動
態
を
み
て

活
用
で
き
る
と
思
う
。
桜
は
日

本
花
の
会
か
ら
幼
木
１
０
０
本

の
寄
付
が
あ
る
。
桜
の
オ
ー

ナ
ー
制
度
は
忠
元
公
園
だ
け
で

な
く
市
全
体
の
桜
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

危
険
家
屋
撤
去
補
助
の
検
討
は

　

撤
去
後
の
固
定
資
産

税
が
６
倍
と
な
り
、
撤

去
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
減

額
で
き
な
い
か
。

　

危
険
家
屋
で
住
宅
の

持
ち
主
が
市
外
で
あ
っ

て
も
市
内
業
者
で
あ
れ
ば
上
限

30
万
円
の
補
助
が
あ
る
。
撤
去

後
の
固
定
資
産
税
は
国
が
法
改

正
し
な
い
限
り
で
き
な
い
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
で
き
な
い
か
。

　

将
来
的
に
は
必
要
と

思
う
が
、
不
動
産
業
者

と
の
連
携
も
必
要
で
あ
り
、
今

は
難
し
い
。

人
口
維
持
はど

う
す
る
か

福　

本　

千
枝
子　
議
員

市
長
／
若
者
が
残
れ
る
為
の
支
援
を
す
る

　

台
風
に
よ
り
長
時
間

の
停
電
、
断
水
が
発
生

し
、
情
報
不
足
や
食
料
・
水
の

調
達
が
で
き
な
い
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。
防
災
行
政
無

線
に
よ
り
全
家
庭
に
情
報
を
流

す
よ
う
整
備
す
る
べ
き
。
給
水

車
の
出
動
な
ど
、
今
回
の
災
害

を
経
験
し
て
の
対
策
見
直
し
も

お
こ
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

防
災
無
線
は
停
電
で

は
使
え
な
い
。
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
が
全
て
の
携
帯
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
大
き
な
災
害
が

来
る
と
き
は
ま
ず
断
水
、
停
電

を
予
測
し
浴
槽
に
水
を
た
め
る

な
ど
常
識
化
し
て
ほ
し
い
。
６

月
に
は
乾
パ
ン
や
水
な
ど
災
害

に
備
え
る
よ
う
広
報
に
も
載
せ

て
い
る
。
集
落
単
位
の
自
助
・

共
助
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

川
内
原
発
が
再
稼
働

し
た
が
、
県
の
避
難

計
画
は
形
式
的
な
も
の
で
あ

る
。
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
、
出
水
市
方
面
か
ら
避
難
者

が
殺
到
し
、
自
分
達
も
放
射
能

か
ら
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
ど
の
よ
う
に
対
策
検
討
す

る
の
か
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
配
布

検
討
は
。

　

受
け
入
れ
市
と
し
て

避
難
し
て
く
る
方
々
に

対
応
す
る
と
い
う
県
の
指
示
に

従
い
な
が
ら
進
め
る
し
か
な
い
。

時
報
の
サ
イ
レ
ン
を
　

　
　
　
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

　

時
報
の
サ
イ
レ
ン
が

近
く
で
鳴
る
こ
と
に
よ

り
体
の
不
調
を
訴
え
る
か
た
や
、

不
快
で
あ
る
、
赤
ち
ゃ
ん
が
起

き
て
し
ま
う
、
犬
が
鳴
く
と

い
っ
た
声
が
あ
る
。
菱
刈
で
は

メ
ロ
デ
ィ
ー
式
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
が
、
同
じ
く
優
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
変
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

設
計
か
ら
工
事
ま
で

含
め
て
数
億
円
か
か
る
。

火
事
の
と
き
に
聞
こ
え
な
か
っ

た
地
域
が
あ
っ
た
。
屋
外
で
働

く
か
た
か
ら
も
、
聞
こ
え
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も

あ
る
。

台風災害で
新たな問題点

畑　中　香　子　議員
市長／集落単位の自助、共助で

問

問問

問

問

問

問

答

答答

答

答

答

答
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地
域
に
と
っ
て
小
学

校
は
必
要
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
。

伊
佐
市
の
小
学
校
の
あ
り
方
を

ど
う
考
え
る
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
将
来
、

積
極
的
に
小
学
校
の
再

編
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

る
。

し
か
し
、
小
学
校
が
将
来
、
地

域
の
核
で
あ
り
続
け
る
と
断
言

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
域

の
核
を
ど
う
す
る
か
、
あ
る
程

度
早
い
年
度
か
ら
そ
の
核
に
な

る
も
の
へ
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

こ
れ
か
ら
の
５
年
、
10
年
を
運

営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
次
の
世
代
が
10
年
後
、

20
年
後
の
小
学
校
の
あ
り
方
を
、

今
か
ら
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

小
規
模
校
存
続
に
向

け
て
の
活
路
は
あ
る
の

か
。

　

地
域
に
住
ん
で
い
る

方
々
が
、
自
分
た
ち
の

小
学
校
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
地
域
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
住
む
若
い
方
々
に
自
信

を
持
っ
て
も
ら
い
、
元
気
な
子

ど
も
が
そ
の
学
校
で
成
長
す
る
。

そ
れ
が
、
小
規
模
校
の
み
な
ら

ず
、
小
学
校
の
振
興
策
で
あ
る

と
考
え
る
。

住
居
支
援

　

市
中
心
部
以
外
の
空

き
家
に
住
居
、
ま
た
は

家
を
建
て
た
場
合
の
補
助
、
及

び
市
外
か
ら
来
ら
れ
た
か
た
へ

の
住
居
補
助
制
度
は
あ
る
の
か
。

　

旧
大
口
市
時
代
に
住

宅
に
対
す
る
補
助
を

や
っ
て
い
た
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
制
度
は
な
い
。

　

空
き
家
活
用
で
住
宅

環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

人
口
増
か
ら
地
域
活
性
化
へ
と

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

伊
佐
市
全
体
で
地
域

の
方
々
が
色
々
な
情
報

網
を
駆
使
さ
れ
て
物
件
等
を
掘

り
起
こ
す
。
そ
れ
も
、
一
つ
の

活
性
化
策
だ
。

養
護
学
校
の
誘
致
が
で

き
な
い
か

山　

下　

和　

義　
議
員

将来の小学校のあり方

森　山　良　和　議員
市長／今から考える必要がある

市
長
／
県
に
誘
致
の
意
向
を
伝
え
る

　

伊
佐
市
か
ら
出
水
養

護
学
校
に
１
時
間
以
上

か
け
て
、
毎
年
40
名
ぐ
ら
い
の

児
童
・
生
徒
が
バ
ス
で
通
学
し

て
い
る
。
伊
佐
市
に
特
別
支
援

学
校
の
誘
致
を
働
き
か
け
る
時

期
で
あ
る
と
思
う
。
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
。

　

全
面
的
に
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
る
と
思

う
。
た
だ
、
今
後
の
特
別
支
援

学
校
に
関
す
る
県
教
育
委
員
会

の
計
画
等
を
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

現
在
出
水
養
護
学

校
は
毎
年
増
え
続
け

２
０
０
名
以
上
の
学
校
に
な
っ

て
い
る
。
湧
水
町
、
伊
佐
市
の

児
童
生
徒
が
50
人
以
上
い
る
。

分
校
で
も
い
い
か
ら
で
き
な
い

か
。

　

特
別
支
援
教
育
を
受

け
る
生
徒
も
増
え
て
い

る
の
で
、
伊
佐
市
内
の
公
立
高

校
に
も
特
別
支
援
学
級
は
で
き

な
い
か
、
ま
た
、
誘
致
の
意
向

を
お
伝
え
し
、
出
水
養
護
学
校

の
分
校
化
も
尋
ね
て
み
た
い
。

台
風
の
被
害
対
策
に
つ
い
て　

　

今
回
の
台
風
被
害
で

ご
み
処
理
等
の
対
応
は

非
常
に
良
か
っ
た
と
思
う
。
た

だ
、
農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

等
や
鳥
獣
対
策
の
防
護
ネ
ッ
ト

の
被
害
が
多
い
。
ビ
ニ
ー
ル
等

の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　

個
人
で
被
害
の
程

度
が
違
う
の
で
補
助

金
で
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
大

き
く
被
災
さ
れ
た
か
た
に
は
、

経
営
体
育
成
事
業
等
の
補
助
が

あ
る
。

問

問問

問

答

答

答

答答 問問

問

答

答

出水養護学校
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土
曜
い
き
い
き
講
座
、

２
年
目
を
迎
え
て
、
基

礎
講
座
、
教
養
講
座
の
学
年
別

受
講
者
数
、
学
習
態
度
、
学
習

意
欲
の
変
化
と
、
英
検
、
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
の
成
果
は
。

　

土
曜
い
き
い
き
講
座

は
、
あ
く
ま
で
も
学
校

教
育
の
補
助
的
な
役
割
を
担
う

と
い
う
こ
と
で
開
設
し
て
い
る
。

学
年
別
受
講
者
数
は
、
小
５
・

９
人
、
小
６
・
９
人
、
中
１
・

20
人
、
中
２
・
14
人
、
中
３
・

18
人
、
計
70
人
。

　

学
習
態
度
は
、
集
中
し
て
真

面
目
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
学

習
意
欲
も
、
質
問
の
時
間
が
十

分
に
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
問
題

も
講
師
の
丁
寧
な
指
導
で
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

英
検
は
、
３
級
・
３
人
、
５
級
・

２
人
が
合
格
し
て
い
る
。

　

大
口
地
区
で
の
講
座

開
催
要
望
に
つ
い
て
。

　

大
口
地
区
で
も
開
催

し
た
い
気
持
ち
は
あ
る

が
、
一
番
の
課
題
は
、
講
師
の

確
保
が
難
し
く
現
在
の
講
師
も

無
理
を
い
い
な
が
ら
継
続
し
て

も
ら
い
、
お
願
い
し
て
い
る
。

自
分
も
教
え
て
い
い
と
い
う
か

た
が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
紹
介

し
て
ほ
し
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

市
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、

国
が
責
任
を
も
っ
て

お
り
、
市
報
４
月
号
か
ら
掲

載
し
て
い
る
。
公
平
な
社
会
の

実
現
、
課
税
が
適
正
に
行
わ
れ
、

所
得
等
を
把
握
で
き
な
い
状
況

が
今
後
な
く
な
り
、
行
政
・
市

民
に
と
っ
て
も
必
要
な
制
度
だ

と
思
っ
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
外
部
と

内
部
の
回
線
を
切
り
離
し
、
職

員
へ
の
研
修
も
徹
底
し
て
い
る
。

シ
カ
捕
獲
を
、
大
型
柵

わ
な
で

左
近
充　
　

諭　
議
員

土曜いきいき講座、
成果は

諏　訪　信　一　議員
教育長／意欲の向上がみられる

市
長
／
国
の
鳥
獣
捕
獲
強
化
対
策
事
業
で

　

シ
カ
が
相
当
な
勢
い

で
増
え
て
い
る
。
一
度

に
10
頭
ぐ
ら
い
ず
つ
捕
獲
で
き

る
大
型
柵
わ
な
を
国
の
事
業
で

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願

い
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
か
。　

シ
カ
の
捕
獲
に
つ
い

て
は
、
国
が
鳥
獣
捕
獲

強
化
対
策
と
し
て
創
設
し
た
、

指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
事
業
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
県
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
、
本
年
度
県
内

４
ヶ
所
で
モ
デ
ル
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

さ
つ
ま
町
と
の
猿
・

イ
ノ
シ
シ
駆
除
等
の
打

ち
合
わ
せ
は
、
で
き
な
い
か
。

　

針
持
の
高
塚
・
堂
山

地
区
は
、
さ
つ
ま
町
と

隣
接
し
て
お
り
、
両
市
町
を
ま

た
い
で
猿
・
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
い
る
。
両
市

町
が
連
携
し
た
駆
除
対
策
が
今

後
必
要
だ
。
両
市
町
の
猟
友
会

も
交
え
た
協
議
を
働
き
か
け
た

い
。新

規
需
要
米
に
つ
い
て

　

飼
料
用
稲（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

の
栽
培
が
27
年
度
面
積

で
１
１
８
．
３
ｈ
ａ
と
増
え
て

き
て
い
る
が
、
販
路
等
は
大
丈

夫
か
。　

自
家
利
用
41
・
９
ｈ

ａ
畜
産
農
家
契
約
38
・

１
ｈ
ａ
、
委
託
が
38
・
３
ｈ
ａ
、

準
備
中
だ
が
、
地
元
の
法
人
が

１
０
０
ｈ
ａ
の
納
入
を
目
指
し

て
い
る
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
飼
料
用
米

の
団
地
加
算
は
で
き
な

い
か
。　

飼
料
用
米
に
は
、
団

地
加
算
金
は
交
付
し

て
い
な
い
。
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
飼
料
用

米
は
、
国
が
推
進
し
て
い
る
の

で
、
今
後
、
混
在
団
地
加
算
金

や
他
の
補
助
金
も
含
め
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

問

問

問

問問

問

問

答

答

答

答答

答

答
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曽
木
の
滝
等
で
ガ
イ

ド
を
し
て
い
る
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド（
伊
佐
の
風
）

の
発
足
の
過
程
と
評
価
に
つ
い

て
伺
う
。

　

平
成
23
年
３
月
に

「
伊
佐
地
区
産
業
活
性

化
協
議
会
」
の
尽
力
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
。
現
在
曽
木
の
滝
周

辺
の
観
光
案
内
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
引
き
受
け
て
頂
い
て
お
り
、

非
常
に
あ
り
が
た
く
貴
重
な
存

在
で
あ
り
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

観
光
拠
点
施
設
を
事

務
所
兼
休
憩
所
と
し
て

利
用
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は

狭
く
、
ま
た
、
防
犯
上
の
関
係

か
ら
使
用
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
。
事
務
所
兼
休
憩
所
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

拠
点
施
設
に
藤
棚
的

な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

こ
こ
に
休
憩
所
を
作
り
、
ロ
ッ

カ
ー
等
を
設
置
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
夢
さ
く
ら
館

を
（
株
）
カ
ミ
チ
ク
が
運
営
す

る
事
に
な
り
、
周
囲
の
期
待
も

大
き
い
。
施
設
の
立
地
面
か
ら

見
た
と
き
、
出
入
り
口
が
一
ヵ

所
し
か
無
い
。
駐
車
場
の
ス

ペ
ー
ス
な
ど
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
思
う
が
そ
の
計
画
は
な
い

か
。

　

地
形
を
見
た
場
合

に
、
道
路
を
ロ
ー
タ

リ
ー
に
入
れ
る
に
し
て
も
、
仮

に
逆
方
向
か
ら
道
路
を
入
れ
る

に
し
て
も
大
き
く
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
。
か
な
り
厳
し
い
と
思

う
。
交
通
安
全
協
会
の
警
察
の

許
可
も
現
状
が
精
一
杯
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
事

よ
り
も
、
伊
佐
牧
場
夢
さ
く
ら

館
と
し
て
伊
佐
に
し
か
な
い
も

の
を
作
っ
て
も
ら
い
、
売
れ
る

も
の
を
お
客
様
に
買
い
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
ア

ク
セ
ス
の
不
利
も
関
係
な
く
な

る
と
考
え
る
。

　

大
口
育
成
牧
場
は
、

平
成
24
年
度
に
県
か
ら

民
間
移
譲
さ
れ
、
平
成
25
年
度

を
初
年
度
と
し
て
５
カ
年
計
画

の
う
ち
３
カ
年
計
画
が
当
初
示

さ
れ
た
。
放
牧
地
、
隔
障
物
・

畜
舎
の
整
備
等
が
行
わ
れ
て
い

る
が
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

　

当
初
、
３
カ
年
計

画
で
２
億
４
５
６
０

万
円
の
事
業
費
で
あ
っ
た
が
平

成
26
年
度
に
既
に
２
億
６
４
６

０
万
円
を
超
え
て
お
り
、
27
年

度
は
１
億
２
７
０
０
万
円
を
計

画
し
て
い
る
の
で
当
初
よ
り
上

回
る
と
考
え
る
。
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
市
職
員
、
県
、
公

社
と
事
業
者
を
含
め
会
議
を
行

い
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
河

川
の
汚
濁
に
つ
い
て
も
最
低
年

一
回
は
採
水
し
て
検
査
を
行
っ

て
お
り
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
・
Ｃ
Ｏ
Ｄ
等

の
数
値
も
以
前
と
比
べ
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
水
質
の

監
視
は
続
け
て
い
く
。

広
葉
樹
林
の
立
ち
枯
れ

　

広
葉
樹
の
立
ち
枯
れ

が
多
く
見
ら
れ
る
が
、

原
因
に
つ
い
て
伺
う
。

　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ

ム
シ
が
、
樹
木
に
潜
入

し
て
細
胞
に
害
を
与
え
、
導
管

が
目
詰
ま
り
し
て
、
通
水
障
害

を
起
こ
す
事
か
ら
立
ち
枯
れ
が

発
生
し
て
い
る
。
最
近
で
は
多

く
の
広
葉
樹
が
利
用
さ
れ
ず
放

置
さ
れ
、
大
き
な
シ
イ
、
カ
シ

類
が
増
加
し
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
の
繁
殖
に
適
し
た
森

林
が
多
く
な
っ
て
い
る
事
が
要

因
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

立
ち
枯
れ
が
い
つ
ま

で
続
く
の
か
と
い
う
事
と
、
被

害
面
積
に
つ
い
て
伺
う
。

　

山
全
体
が
枯
れ
る
と

い
う
事
は
な
く
、
３
年
く
ら
い

で
終
息
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
伊
佐
市
の
山
林
面
積
は

２
万
７
８
０
０
ｈ
ａ
、
天
然
林

は
３
９
０
０
ｈ
ａ
で
、
う
ち
被

害
面
積
は
約
20
ｈ
ａ
で
あ
り
、

0.5
％
程
度
で
あ
る
。

出
入
口
の
改
善
が
必
要

で
は

緒　

方　

重　

則　
議
員

市
長
／
独
自
性
を
出
す
事
が
先
決

沖　田　義　一　議員
市長／貴重な存在であり高く評価している

ボランティアガイド
（伊佐の風）の評価は

問

問

問

問問

問

答

答

答

答 答

答

夢さくら館に駐車できない車の列

曽木の滝観光拠点施設
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台
風
15
号
は
最
大
風

速
44
・
８
ｍ
を
記
録
。

18
号
は
関
東
・
東
北
の
豪
雨
災

害
を
も
た
ら
し
、
堤
防
決
壊
・

家
屋
流
失
・
倒
壊
等
で
死
者
や

収
穫
前
の
農
作
物
の
被
害
は
甚

大
で
あ
っ
た
。

　

羽
月
川
・
川
内
川
の
河
川
敷

は
土
砂
が
堆
積
し
雑
草
等
が
生

い
茂
っ
て
い
る
。
災
害
未
然
防

止
対
策
と
し
て
土
砂
堆
積
除
去

を
早
急
に
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

国
土
保
全
の
た
め
予

算
獲
得
し
、
地
元
業
者

が
対
応
で
き
る
よ
う
な
好
循
環

を
考
え
、
国
土
交
通
省
や
県
に

優
先
順
位
を
上
げ
る
よ
う
お
願

い
す
る
。

　

土
砂
の
堆
積
除
去
整

備
で
安
全
性
を
確
実
に

す
る
防
災
の
重
要
性
を
考
慮
し

て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難

場
所
等
を
作
成
し
市
民
に
配
布

す
る
考
え
は
。

　

重
点
的
に
関
係
自
治

会
と
相
談
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

川
内
原
発
避
難
計
画
は

　

川
内
原
発
の
再
稼
働

に
伴
い
県
は
避
難
先
を

伊
佐
市
に
指
定
し
て
い
る
が
当

市
も
40
キ
ロ
圏
内
で
あ
る
。
風

向
き
に
よ
っ
て
は
伊
佐
市
民
も

避
難
す
る
状
況
が
予
想
さ
れ
る

が
対
応
策
は
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
国
民
・
市
民
に

と
っ
て
便
利
な
制
度
か
。
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
国
や

地
方
公
共
団
体
で
分

散
管
理
す
る
情
報
の
連
携
、
行

政
の
効
率
等
で
あ
り
、
国
民
の

利
便
性
の
向
上
、
公
平
公
正
な

社
会
の
実
現
が
達
成
で
き
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
個
人
情
報
流
出

の
可
能
性
が
年
金
機
構
以
上
だ

と
思
う
が
、
伊
佐
市
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。
紛
失
し
た
場

合
の
再
発
行
は
ど
う
な
る
の

か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
と
基
幹
系
業
務

と
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
を
管
理
す

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
連
絡
を
取
り
、
確

実
に
切
断
す
る
。
予
算
措
置
は

し
て
い
る
。
再
発
行
は
市
町
村

の
窓
口
に
し
て
Ｊ
－
Ｌ
Ｉ
Ｓ
で

処
理
し
て
市
町
村
が
受
け
て
本

人
に
渡
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で

未
来
志
向
の
公
共
施
設
再
生
・

創
生
の
可
能
性
は

　

公
共
施
設
の
役
割

は
。
昨
年
４
月
に
総
務

省
が
全
国
の
自
治
体
に
要
請
し

た
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

イ
ン
フ
ラ
系
資
産
、

プ
ラ
ン
ト
系
資
産
の
社

会
資
本
で
市
民
の
方
々
の
利
便

性
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
近

い
将
来
更
新
す
る
時
期
が
到
来

す
る
。
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
み
施
設
の
需
要
が
変
化
す
る

こ
と
や
、
財
政
状
況
が
厳
し
く

な
る
。
人
口
予
想
、
施
設
の
維

持
管
理
費
、
修
繕
、
更
新
等
に

係
る
経
費
の
見
込
み
、
要
す
る

財
源
見
込
み
を
把
握
・
分
析
し

総
合
判
断
し
て
伊
佐
市
の
実
態

に
即
し
た
適
正
な
管
理
レ
ベ
ル

を
目
指
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
予
定

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

公
共
施
設
等
の
管

理
計
画
は
28
年
度
中

に
、
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
を

29
年
度
中
に
、
平
成
30
年
度
か

ら
、
公
会
計
制
度
に
連
動
す
る

よ
う
国
が
示
し
た
統
一
的
な
基

準
に
基
づ
く
固
定
資
産
台
帳
を

整
備
す
る
。

　

原
子
力
災
害
の
場
合

は
、
県
災
害
対
策
の
計

画
に
基
づ
い
て
知
事
の
指
示
で
、

阿
久
根
市
と
出
水
市
の
住
民
を

伊
佐
市
の
公
共
施
設
で
受
け
入

れ
る
こ
と
が
果
た
す
べ
き
役
割

で
あ
る
。

　

県
は
川
内
原
発
30
キ

ロ
圏
内
の
９
市
町
を
対

象
に
、
防
災
機
能
の
充
実
強
化

や
地
域
振
興
を
事
業
の
一
環
と

し
て
行
い
、
国
か
ら
は
三
つ
の

原
発
関
連
交
付
金
を
10
年
間
で

総
額
60
億
円
の
財
源
支
援
が
あ

る
。
伊
佐
市
も
放
射
線
測
定
機

の
設
置
や
避
難
場
所
開
設
の
維

持
管
理
費
を
国
・
県
へ
交
付
金

の
要
望
の
考
え
は
。

　

知
事
の
指
示
で
動
く
。

緊
急
の
時
は
気
象
状
況

を
勘
案
し
、
避
難
は
市
へ
指
示

が
あ
る
。
伊
佐
市
は
対
象
外
な

の
で
、
要
望
す
る
手
立
て
と

な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
園
田
橋
下
流
の
両
岸
の
舗
装

　

轟
公
園
整
備

○
休
校
問
題

大
丈
夫
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度

柿
木
原　

榮　

一　
議
員

市
長
／
問
題
は
な
い

鶴　田　公　紀　議員
市長／国土交通省・県へお願いする

河川敷の土砂堆積除
去は

問問

問問

問

問

問

問

答答

答答

答

答

答 答
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合
庁
の
職
員
住
宅
は
、

現
状
で
は
壊
す
し
か
な

い
。
ま
だ
独
身
住
宅
は
使
え
る
。

壊
す
費
用
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し

て
、
伊
佐
市
で
引
き
取
り
、
高

校
の
寮
に
し
て
生
徒
を
増
や
し

て
い
く
考
え
は
で
き
な
い
の
か
。

　

県
の
合
同
庁
舎
並
び

に
合
庁
の
住
宅
に
つ
い

て
は
、
県
の
財
産
で
あ
る
。
ま

た
今
ま
で
、
県
の
財
産
を
ど
の

よ
う
に
今
後
扱
う
の
か
、
市
と

し
て
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
、

こ
の
財
産
を
県
が
今
後
ど
の
よ

う
に
扱
う
の
か
を
聞
く
。
そ
の

後
、
学
校
の
寮
等
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
き
る
か
ど
う
か
、
次
の

段
階
と
し
て
相
談
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　

地
方
創
生
担
当
大
臣

は
、「
地
方
か
ら
具
体

案
を
言
っ
て
く
れ
ば
、
人
も
出

す
し
お
金
も
支
援
す
る
。
だ
が
、

や
る
気
も
知
恵
も
な
い
と
こ
ろ

は
、
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
、
金

沢
市
の
講
演
で
い
っ
て
い
る
。

伊
佐
市
は
商
工
業
が
弱
い
と
い

う
の
を
考
え
る
と
、
商
業
に
関

係
す
る
知
恵
の
あ
る
人
を
引
っ

張
り
込
む
と
い
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　

何
よ
り
も
、
現
場
に

い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店

が
、
商
工
会
を
通
じ
て
、
い
ろ

ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た

だ
く
。
そ
の
う
ち
、
10
、
20
、

30
出
る
中
か
ら
、
一
つ
、
二
つ
、

三
つ
と
具
体
化
し
て
い
く
の
で

　

市
の
現
状
を
踏
ま

え
、
将
来
を
展
望
し

た
上
で
、
ど
の
よ
う
に
活
性
化

し
、
ど
の
よ
う
な
伊
佐
市
を
目

指
す
の
か
。

　

昨
年
亡
く
な
っ
た

か
た
５
０
０
人
、
生

ま
れ
た
か
た
２
０
０
人
。
自
然

減
だ
け
で
３
０
０
人
。
人
口
は

増
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
、
人
の
流
れ
を
作
る
、
交
流

人
口
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く

か
議
論
し
て
い
く
。
２
番
目
に

は
、
教
育
の
充
実
。
三
つ
の
高

校
へ
の
支
援
に
加
え
て
准
看
護

学
校
。
こ
の
四
つ
の
中
等
教
育

機
関
の
充
実
は
去
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
後
、
こ

れ
を
ど
う
進
め
る
か
を
議
論

し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
６

次
産
業
・
介
護
医
療
・
健
康
や

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
加
え
た
５

本
の
柱
の
充
実
で
、
市
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
の
五
つ
の
柱
に
付

随
し
、
雇
用
を
生
み
出

し
、
官
民
と
も
に
収
入
増
に
繋

が
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

医
療
・
福
祉
の
分
野

で
は
雇
用
の
現
状
は
維

持
で
き
て
い
く
。
若
い
世
代
・

生
産
年
齢
世
代
は
、
比
較
的
定

着
が
続
く
の
で
な
い
か
。
今
現

在
あ
る
企
業
が
１
人
で
も
採
用

を
増
や
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
雇
用
の
確
保
に
は
一
番

だ
。
ま
ち
が
お
金
を
稼
ぐ
に

は
、
不
動
産
を
扱
う
方
々
か
ら

の
情
報
、
行
政
と
一
緒
に
な
っ

て
ま
ち
を
変
え
て
い
こ
う
と
い

う
機
運
が
必
要
だ
。
こ
こ
に
私

た
ち
が
ど
う
水
を
向
け
る
か

で
、
お
金
を
稼
ぐ
店
や
創
業
が

生
ま
れ
る
。

具
体
的
施
策
は

　

流
入
人
口
を
増
や

す
に
は
、
曽
木
の
滝

の
整
備
だ
け
で
は
伊
佐
の
た
め

に
役
に
立
た
な
い
。
そ
こ
に
観

光
産
業
を
育
成
す
べ
き
だ
。
ま

た
、
流
入
人
口
増
・
市
街
地
活

性
化
を
図
る
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

観
光
産
業
を
興
さ
な

い
と
い
け
な
い
こ
と

は
、
十
分
承
知
し
て
い
る
。
経

済
が
回
る
よ
う
な
仕
組
み
を
、

今
後
、
観
光
特
産
協
会
・
曽
木

の
滝
の
お
店
の
方
々
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
く
。
ま
た
、

宿
泊
施
設
が
な
い
と
い
う
の
が
、

伊
佐
市
の
一
番
の
大
き
な
問
題

だ
。
旅
館
業
者
の
方
々
に
配
慮

し
、
ま
ず
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を

調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

早
け
れ
ば
12
月
、
遅
く
と
も
３

月
に
は
、
調
査
の
予
算
を
組
む
。

は
。

一
番
最
前
線
の
個
々
の
商
店
か

ら
の
情
報
を
、
こ
れ
か
ら
も

待
っ
て
い
る
。

日
経
Ｂ
Ｐ
と
か
、
あ
る
い
は
そ

の
他
の
マ
ス
コ
ミ
と
か
、
Ｐ
Ｒ

を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
談
で
き
る
方
に
指
導
を
仰
ぐ

と
か
、
そ
の
よ
う
な
路
線
で

や
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
こ
の

地
方
創
生
に
関
し
て
も
、
そ
の

よ
う
に
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

ど
の
よ
う
な
伊
佐
を

久　

保　

教　

仁　
議
員

市
長
／
５
本
の
柱
で
活
性
化

中　村　周　二　議員
市長／いいアイデアは取り組んでいく

地方創生を考えて

問

問

問

問

答 答

答

答

問答
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伊
佐
市
の
販
売
農
家

の
63
・
５
％
が
兼
業
農

家
で
あ
る
。
兼
業
農
家
が
、
農

地
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が
、
耕

作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
大
き
な

部
分
を
占
め
て
い
る
。
今
後
、

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
、

兼
業
農
家
と
大
き
く
選
別
さ
れ

る
が
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う

に
支
援
、
育
成
す
る
の
か
。

　

高
齢
化
と
共
に
自
分

で
作
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
農
家
が
増
え
て
行
く
の

で
、
そ
れ
を
引
き
受
け
る
集
落

営
農
、
認
定
農
業
者
、
新
規
就

農
者
が
大
事
だ
と
思
う
。
現
在

行
っ
て
い
る
経
営
改
善
支
援
等

の
強
化
、
各
種
事
業
の
活
用
推

進
指
導
な
ど
行
う
。

　

本
市
に
は
集
落
営

農
組
合
は
６
組
織
で
、

2.3
％
の
わ
ず
か
な
組
織
率
で
あ

る
。
設
立
が
進
ま
な
い
の
は
、

農
産
物
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で

の
複
雑
な
経
理
事
務
が
あ
る
。

他
県
で
は
こ
の
経
理
事
務
を
支

援
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

支
援
体
制
は
で
き
な
い
か
。

　

行
政
が
働
き
か
け
る

と
す
れ
ば
、
協
議
会
を

作
り
そ
こ
に
支
援
す
る
よ
う
な

仕
組
み
し
か
で
き
な
い
。
今
後
、

集
落
営
農
の
組
織
が
増
え
て
く

る
に
つ
れ
て
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
が

動
い
て
い
く
の
で
は
な
い
の
か

と
思
う
。

台
風
15
号
の
災
害
対
策
は

　

住
宅
施
策
は
適
切

で
あ
る
か
。
公
営
住

宅
の
管
理
運
用
、
ま
た
は
需
要

を
把
握
し
た
住
宅
用
地
の
供
給

な
ど
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
見
解
を
伺
う
。

　

子
育
て
世
代
は
中

心
部
へ
の
居
住
希
望

が
多
い
。
住
宅
設
備
改
善
で
、

周
辺
部
の
市
営
住
宅
に
子
育
て

世
代
の
入
居
が
見
込
め
る
な

ら
、
合
併
浄
化
槽
を
含
め
た
設

備
改
修
事
業
を
検
討
し
た
い
。

　

住
宅
用
地
の
供
給
は
、
市
が

土
地
購
入
か
ら
造
成
、
道
路
整

備
な
ど
を
行
う
と
、
公
共
工
事

単
価
で
の
実
施
と
な
り
、
分
譲

地
の
価
格
が
ど
う
し
て
も
高
く

な
る
。
民
間
事
業
住
宅
地
の
供

給
が
、
現
在
多
く
み
ら
れ
る
。

　

保
護
者
か
ら
、「
あ

そ
こ
は
複
式
学
級

だ
か
ら
、
通
学
さ
せ
た
く
な

い
。」
と
い
う
声
を
聞
く
。
ま

た
教
員
も
、
単
式
学
級
と
は
別

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ま
ね
ば

な
ら
ず
、
指
導
も
特
別
の
研
究

が
必
要
な
た
め
、
負
担
が
大
き

い
。
対
策
を
と
る
手
立
て
は
な

い
の
か
。

　

複
式
の
場
合
、
仲
間

や
自
分
の
力
で
、
学
び

方
を
身
に
つ
け
て
い
く
と
い
う

面
で
は
、
非
常
に
優
れ
て
い
る

学
習
の
方
法
で
も
あ
る
。
子
ど

も
は
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、
学

習
を
し
て
い
く
。
ま
た
教
師

は
、
そ
の
状
況
の
中
で
最
大
限

の
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
子
ど

も
に
最
高
の
教
育
を
施
し
て
い

く
と
い
う
の
が
当
た
り
前
で
あ

る
と
考
え
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
疾
患

　

市
民
の
相
談
窓
口

を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　

救
済
制
度
の
案
内

等
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
保
健
所
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
住
民
の
混
乱
を
避
け
る

よ
う
に
対
応
し
た
い
。

　

今
回
の
台
風
災
害
に

お
い
て
、
本
市
は
関
係

機
関
と
の
対
応
、
対
策
は
ど
の

よ
う
な
連
携
が
図
ら
れ
た
の
か
。

　

今
回
の
台
風
は
停
電

が
断
水
に
つ
な
が
り
大

き
な
被
害
を
出
し
た
。
70
％
近

く
が
停
電
し
、
全
て
が
解
決
し

た
の
は
28
日
の
23
時
位
で
あ
っ

た
。
九
州
電
力
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
市

と
合
同
で
対
策
本
部
を
た
て
、

被
害
の
状
況
を
把
握
し
、
ど
こ

に
人
員
を
配
置
す
る
か
と
一
緒

に
考
え
対
応
し
た
。
風
に
よ
る

大
き
な
被
害
は
経
験
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
早
急

に
確
立
し
訓
練
す
る
こ
と
を
お

互
い
に
約
束
し
た
。

　

伊
佐
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ

等
の
倒
木
の
被
害
が

あ
っ
た
が
、
被
災
者
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

今
回
は
激
甚
災
害
が

適
用
さ
れ
な
い
の
で
、

復
旧
に
は
結
構
な
自
己
負
担
が

掛
か
る
。
今
後
は
森
林
計
画
制

度
や
造
林
補
助
事
業
等
を
活
用

し
、
個
人
負
担
の
軽
減
を
図
れ

る
よ
う
進
め
た
い
。

市
内
の
均
衡
あ
る
発
展

は

前　

田　

和　

文　
議
員

市
長
／
設
備
改
修
事
業
を
検
討
し
た
い

森　田　幸　一　議員
市長／協議会を作り支援することしか出来ない

答

集落営農組合設立の
支援策は

問

問問

問

問問

問

答答

答

答

答答
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臨　時　会

特 別 委 員 会 活 動
９
月
８
日

「
伊
佐
市
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
・
伊
佐

市
総
合
振
興
計
画
後
期
改
革
に
係
る
照
会
に
つ
い

て
」

　

前
期
基
本
計
画
の
総
括
、
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
策
定
の
現
状
に
つ
い
て
企
画
政
策
課
よ
り

説
明
を
受
け
る
。

10
月
６
日

「
鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
・
鹿
児
島
県
大
隅

食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
行
政
調
査
」

　

両
施
設
を
見
学
・
意
見
交
換
を
行
う
。
工
業
技
術

と
食
品
加
工
技
術
を
地
域
創
生
に
ど
の
よ
う
に
活
か

す
か
を
研
修
。

10
月
８
日

「
伊
佐
市
の
人
口
・
産
業
に
関
す
る
現
状
分
析
に
つ

い
て
」

　

株
式
会
社
日
経
Ｂ
Ｐ
よ
り
伊
佐
市
の
人
口
動
向
分

析
、
将
来
人
口
の
推
計
と
分
析
、
人
口
の
変
化
が
地

域
の
将
来
に
与
え
る
影
響
の
分
析
考
察
、
な
ど
の
説

明
を
受
け
る
。

Ｐ
18
に
写
真
掲
載

8月20日に平成27年第４回臨時会を開き、議案4件が原案のとおり可決されました。

議案第５７号　議決内容
　夢さくら館指定管理委託に要する経費 184万円 
　　うち指定管理料（平成27年度分） 134万円

議案第５８号　
　夢さくら館　株式会社カミチクを指定管理者として
　指定する。　指定期間 平成27年10月１日から
　平成33年９月30日までの６年間

議案第５９号　
　市内小中学校の情報教育推進を図るための無線
　ＬＡＮ環境整備及び電子黒板ユニット等の購入並び
　に教職員の校務事務の効率化を図るための校務用
　コンピューターの更新

議案第６０号　
　消防ポンプ自動車２台
　初年度登録から20年を経過した第６分団及び
　第12分団の消防ポンプ自動車の更新

議案番号 件名 議決結果

57 平成２７年度伊佐市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

58 夢さくら館の指定管理者の指定について 原案可決

59 物品の取得について 原案可決

60 物品の取得について 原案可決
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意見交換会へのご参加ありがとうございました

　平成27年8月7日（金）、24日（月）〜28日（金）の6日間、9か所で議会報告会を予定して
おりましたが、台風の影響などがあり、6か所での開催となりました。市民の皆さんとの意見交換
を行い、多くの貴重なご意見をいただきました。参加者は男性56名、女性8名の計64名でした。
　また、７月〜１０月にかけて、手話サークル・コアラ、民生委員、鹿児島県建築士会大口・伊佐
支部、じゅげむなど４団体と意見交換会を行いました。

〜６会場の意見交換会で出された主な意見・要望など一部を紹介します〜

○人口減少の問題解決に向け、全力をかたむけていただきたい。
○人口維持対策について、子育て支援をしてほしい。出産お祝い金第１子、第２子、第３子
いくらとか。医療費補助の検討も。
○農業所得向上について、生産性が伴う農業の市やＪＡとの連携を。市場、鹿児島、熊本へ
の米などの消費拡大に向けての、システムを構築してほしい。
○議員報酬を上げて、若い世代に挑戦してほしい。
○コミュニティなどの活性化は大切であるが、市はコミュニティ協議会に頼り過ぎだ。行政
の下請けではない。また、活動予算が少ない。
○農業問題では、高齢化が進み米価も安くなり、子供に農業をやれとは言えない。シカ、イ
ノシシは増え続けている。大がかりなワナ等は無いのか。このままでは耕作放棄地が増え
るばかりである。
○今後は兼業農家を守る施策が必要である。
○若者が残れるような対策を進めてほしい。（人口増に向けた対策と仕事場の提供）
○空き家対策について（処分・活用）
○中学校跡地の利用について
○自治会加入促進について

▲平出水青少年センター

▲針持青少年センター

▲羽月西青少年センター

▲ほしがみね館

▲湯之尾校区集会施設

▲牛尾青少年センター
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閉会中の議会活動

議員は
年賀状など「時候のあいさつ」は制限されています
　議員が、選挙区内にある者に年賀状や暑中見舞状などの時候のあいさつ（電報も含む）
を出すのは、「答礼のための自筆によるもの」以外は禁止されています。
　また、新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどで有料広告（いわゆる名刺広告など）を出すと
処罰されます。このような広告を出すように求めることも禁止されています。

秋の全国交通安全運動　人の波作戦

大隅食品加工センター見学

タブレット研修・法制研修

文教厚生委員会
菱刈中学校訪問

鹿児島県工業技術センター見学
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一般会計決算審査特別委員会が設置されました
　９月議会の最終本会議において、平成26年度の決算を審査するため、一般会計決算審査特別委員会を

設置しました。目的は、歳入の確保がしっかりなされているか、歳出が適正に執行されているかなどを、

決算書や補足説明資料に基づいて審査し、住民に代わってその成果を評価するものです。そして、決算

年度における財政運営が適正であったか、その計画性・弾力性・積極性を総合的に判断し、議会として

次年度の財政運営の改善と健全化に役立てるよう、慎重な審議を行います。 

　審議結果は12月議会で報告され、本会議で決算認定の表決を行う予定です。

委
員
長

　
市
来
　
弘
行

副
委
員
長

　
森
山
　
良
和

委
員

　
森
田
　
幸
一

　
前
田
　
和
文

　
沖
田
　
義
一

　
今
村
　
謙
作

　
柿
木
原
榮
一

　
畑
中
　
香
子

　▲里町轟公園線道路改良

　▲汚泥再生処理センター施設造成

　▲大口温泉高熊荘給排水工事

　▲大口中央中学校

　▲伊佐市ＲＶパーク等整備

　▲湯之尾駐車場整備

現地調査の様子
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編
集
後
記

　

「
次
は
伊
佐
市
」—

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
『
議

会
だ
よ
り
６
月
号
』
の
添
削
を
う
け
ま
し
た
。

毎
年
、
議
会
広
報
委
員
会
の
研
修
で
は
、
広
報

に
つ
い
て
の
講
義
の
後
、
各
議
会
の
議
会
便
り

を
講
師
の
先
生
が
添
削
さ
れ
ま
す
。
他
の
自
治

体
の
も
の
に
比
べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
指
摘

も
う
け
ず
、
ま
ず
ま
ず
の
評
価
で
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
広
報
委
員
会
は
毎
年
こ
の
研
修
に
参
加

し
、
議
会
便
り
も
進
化
し
て
き
て
い
る
は
ず

（
？
）
で
す
。
ど
う
で
し
ょ
う
、
読
み
易
く
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
広
報
委
員
は
議
会
が
終
わ
る
た
び
に

各
議
員
が
自
分
の
議
会
質
問
を
ま
と
め
て
提
出

し
た
原
稿
を
推
敲
し
、
表
紙
の
写
真
撮
影
や
記

事
を
選
ぶ
な
ど
分
担
し
て
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ど
れ
く
ら
い
の
方
に
読
ま
れ
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
記
事
に
関
心
が
も
た
れ
る
の
か
、

大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
次
号
の
紙
面
づ

く
り
に
活
か
す
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

読
み
易
く
、
よ
り
リ
ア
ル
に
市
議
会
を
お
伝

え
し
た
い
と
試
行
錯
誤
し
、
工
夫
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
面
で
は
議
会
の
緊
迫
し

た
『
雰
囲
気
』
ま
で
は
お
伝
え
で
き
な
い
の
が

残
念
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
議
会
の
傍
聴
に
も
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
せ
。

畑　

中　

香　

子

　

プ
レ
ア
デ
ス
星
団
・
日
本
名
「
す
ば
る
」
は
お
う
し
座
に
あ

り
、
初
冬
に
東
の
空
か
ら
現
れ
る
そ
の
姿
は
美
し
く
、
古
く

は
清
少
納
言
の
随
筆
「
枕
草
子
」
に
も
「
星
は
す
ば
る
」
と
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
こ
の
す
ば
る
で
す
が
、
伊
佐
市

と
少
な
か
ら
ず
縁
が
あ
り
ま
す
。
目
を
凝
ら
せ
ば
、
青
い
星
が

い
く
つ
も
集
ま
っ
て
見
え
る
の
で
、
か
つ
て
日
本
環
境
協
会
が

行
っ
た
「
星
空
の
街
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
す
ば
る
の
中
に
星

が
い
く
つ
見
え
る
か
で
夜
空
の
美
し
さ
を
競
い
ま
し
た
。
結
果
、

旧
菱
刈
町
が
日
本
で
一
番
星
空
の
美
し
い
街
に
４
度
輝
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

写
真
・
文　

左
近
充　

円

い
さ
の
夜
空

い
さ
の
夜
空

編
集
・
発
行
責
任
者

　
議
　
長

　
　
　
丸
　
田
　
和
　
時

　
議
会
広
報
等特

別
委
員
会

　
　
委
員
長

　
　
　
今
　
村
　
謙
　
作

　
　
副
委
員
長

　
　
　
緒
　
方
　
重
　
則

　
　
委
　
員

　
　
　
森
　
山
　
良
　
和

　
　
　
畑
　
中
　
香
　
子

　
　
　
久
　
保
　
教
　
仁

　
　
　
森
　
田
　
幸
　
一

26 日（木） 本会議（招集日）

３日（木） 本会議（総括質疑）

７日（月） 文教厚生委員会

８日（火） 総務産業委員会

10日（木） 本会議（３日目）

一般質問

11日（金） 本会議（４日目）

一般質問

14日（月） 本会議（５日目）

一般質問

18日（金） 本会議（最終日）

平成27年
第4回定例会のお知らせ

すばる　伊佐市前目から撮影

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】
↓

【伊佐市議会】
↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎・菱刈庁舎・
ふれあいセンター・まごし館でも
議会ライブ中継をご覧になれます。

○定例会は午前 10 時開会です。

11月

12月

平成27年
第4回定例会のお知らせ


